第２号様式

事　業　計　画　書
	事業名
	

	実施場所
	

	実施予定期間
	※イベントや研修会等の当日だけでなく、準備期間・実績の取りまとめ期間等も含めて記載してください。

	
	　　　　年　　　月　　　日　　～　　　　　年　　　月　　　日


◎事業概要
	※事業の概要を100～200字で簡潔に記載してください（事業の紹介などで使用します）。

	


◎目的
	※事業を行うきっかけ（地域の問題点や課題、社会背景など）と、その解決のために何をするのかを記載してください。

	


◎実施内容
	日　　程
	実施項目・作業項目

	
	※イベントや研修会等の行事日程だけでなく、実施内容(打合せ・会議・資料作成・参加者募集・準備・検討会)、実施場所、参加対象、人員配置、役割分担など、事業期間すべてにわたる実施内容を記載してください。
※ハード部門については、12月31日までに施設整備を終え、その後は施設を活用する計画としてください。

	
	


◎事業効果
	※事業の実施により、期待される効果を記載してください。

	

	成果指標
	※事業効果を客観的に評価できるよう、具体的な数値等を用いて成果指標を設定してください。
	指標の
検証方法
	※左記指標の検証方法を記載してください。

	
	
	
	


◎評価の視点に合致していることの説明　※評価の視点については、募集の手引きを必ず確認して下さい。
	社会的
必要性
	※まちの活性化や魅力づくりのために有益であり、不特定多数の利益につながる質の高い事業であるか。

	
	

	地域性
	※地域課題の解決や地域資源の活用につながり、地域住民を巻き込めるか。

	
	

	独創性
	※申請者ならではの着眼点や個性が見られ、新規性、チャレンジ性があるか。

	
	

	実現性
	※資金やスケジュール、法令順守、関係者との調整に問題がなく、予算や効果が適正であるか。

	
	

	発展性
	※事業の波及効果が見込まれ、意欲をもって主体的かつ継続的な活動ができ、資金確保への取り組みも十分か。

	
	


◎次年度以降の活動予定
	※ソフト部門（ステップアップ型）新規または2回目の応募で、助成の継続（最大3年まで）を希望する場合は、今後の活動予定と事業継続のための戦略について記載してください（今回の応募が次年度以降の助成を約束するものではありません）。

	


◎実績の評価と改善点（継続事業のみ）
	※継続事業については、過去の実績に対する自己評価と実績を踏まえた改善点等について記載してください。

	


